
令和元年度第２回尼崎市いじめ問題対策連絡協議会（要旨）

日時令和２年１月14日(火) 15時00分から17時00分まで

場所尼崎市立すこやかプラザ 多目的ホールＡ・Ｂ 

出席者委員15人（代理出席含む。） 

会議要旨

１開会

    出席状況等の確認 

２協議事項

⑴ 尼崎市立学校の平成30年度いじめの認知状況等について資料１
事務局より、資料1に基づき説明があり、その後、尼崎市教育委員会事務局いじめ防止生徒指導

担当及びこども教育支援課から、実施中のいじめ対策のための取組みについて説明・報告があった。 

⑵ いじめ対策のための取組について
事務局より、議題の趣旨の説明があった後、各グループ（Ａ～Ｃ）に分かれてワークショップを

実施した。 

ワークショップの実施内容

 ①  第1回で出た「いじめ問題の未然防止・早期発見のためにできそうな取組」の中から、各自で特
に重要と思った取組を抽出 

 ②  ①で出た取組について、優先順位をつけ、また、「行政・学校」「地域・家庭」「連携」のどの区
分が実施するかを各グループ内でディスカッション 

 ③  ②でまとめられた意見を基に全体発表 

＊各グループの意見

（Ａグループ） 

  Ａグループでは、学校関係の項目が多くなりました。まず、「情報共有」ということで、教師間で

情報共有が大事だということになりました。また、教師同士で「言いにくい関係」はダメだという意

見があり、失敗した場合に責められたりしないように黙ったままでいるということがあってはいけな

いので、やはり、話しやすい環境というのが大事だということになりました。 

 また、そのためには「人員確保」が必要で、「時間的に余裕がある」、「授業がない」先生などの人

員が増えることにより、「時間」が生まれ、忙しくない環境の中でケアがしっかりとできるのではな

いかと思います。 

 続いては、「子どもたち」です。まず、活躍したり、自己肯定感が高まるような「居場所」を作っ

てあげる必要があるのではないかと思います。また、それらを実現していくためには、教師一人ひと

りのスキルアップが必要になってくると思います。「スキルアップ」と言っても、研修や講義などを

受けたらスキルアップしたような気がするのですが、そうではなく、曖昧な表現になりますが、「セ

ンス」を磨いたり、「心の温かさ」を高めるといった『人間性』の部分のことを指しております。ど

のようにして学んだらよいのかという部分については、いろんな人と出会ったり、いろんなことに共

感したり、感動したりといったようなところで磨かれていくのではないかなと思いました。 
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優先順位が「中」のところでは、子ども自身の問題解決能力などが必要なのではないかという意見

がありました。やはり、上手に対応し切れない子どもが増えてきているなということを話し合いまし

た。 

「子供向けの研修」というのもあり、これは教師が授業の中でやっていけたらよいと考えています

が、そのためには教師のスキルアップがいるのだろうと、優先順位が高いと思った方に戻っていきま

すので、やはり、そういったことが必要なのかなと思いました。 

また、小中学校の連携で、情報などを共有していくことで幼少期からの育成も大事だと思いました。 

優先順位が「低」のところでは、「研修」が入っています。 

『連携』の優先順位が「高」のところでは、情報共有が必要じゃないかという話し合いになりまし

た。そのためには、地域の方や関係機関の方々と関係性が築けていることが必要だと思います。 

次に「中」のところでは、「気付く能力」「良いところを見つける」「声をかける」など、このあた

りの内容が、行政や地域といったカテゴリに関わらず、そのような意識が必要なのではないかと思い

ます。 

『家庭・地域』のとこで一番大事なことは、学校と強くつながりを持っていただけたら、地域と学

校と家庭での連携がしやすくなるということ、２番目として、「家庭力を磨く」ということで、「保護

者が子どもに対してパワハラ発言をしない」とか、「しっかりコミュニケーションを取る」などがあ

りましたが、これについても誰が指導していくのかという部分が課題となりました。 

「中」のところでは、相談できる場所とかがあれば良いという意見がありました。その他には、地

域の方々に子育てに関わろうという意識を持っていただくことも大事だという意見がありました。 

（Ｂグループ） 

  「行政・学校」の区分では、まず、「学校の先生たちが忙しすぎる」ということで、多忙なことに

より、学校の先生が多忙でなければ見えているはずのものが、見えにくくなっているのではないかと

いう意見があり、そうだとすれば、その多忙さを解消してあげなければならないということも出てお

りました。そして、先生たちの多忙さを減らすことで心のゆとりが生まれ、情報共有などがより、密

にできるのではないかいうことになりました。若手の先生も増えてきておりますので、ベテランの先

生と情報共有を行うことで、指導力の向上やいじめの芽を摘み取るための「見方」などを学ぶことが

できると思い、優先順位を上位にしております。 

  情報共有をしたり、先生たちの多忙さを減らすためには、学校の中の組織づくりが大事だと考えま

した。先生方一人ひとりで持っている仕事もありますが、それをチームとして取り組んでいき、悩ま

ない、抱え込まない、そのためには、組織としてチームとして取り組んでいくことが大事だと思いま

す。さらには、研修を積んでいくことで、子どもたちへの指導の力をつける、ただし、ここでいう研

修は「子どもへの研修」です。いじめの定義についても、大人ですら、従来のいじめの定義からなか

なか離れられない場合もありますので、子どもたちの中でも「いじめとはどんなものか」ということ

を学ぶ機会も学校では必要ではないかということで、優先順位の真ん中に入れております。 

  そして、その下の順位としては、「いじめかどうか」という微妙なラインの学習や研修、教育相談、

その他にはネットパトロールということで、学校でいくら学習を積んでも、子どもたちがスマホやパ

ソコンを使ったネットの中でのカキコミについては、どうしても学校では見えにくいものがあります。

家庭の保護者の方にとっても同じです。そのため、行政のネットパトロールの力も借りながら進めて

いくことで、様々な視点で子どもたちを見守っていくことができるのではないだろうかということに

なりました。 

  「地域・家庭」の区分では、「居場所づくり」が一番優先順位が高くなりました。「自分は一人じゃ

ない」、「ここにいれば誰かにつながれる、助けてもらえる」というものを作っていき、もちろん学校

でも、家庭でも同じです。そして、地域でもそのような居場所づくりが優先順位の上位として挙がり

ました。 
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  その次に、「パワハラ発言をしない」とか、「家庭でコミュニケーション」、親が見守るということ

で、コミュニケーション能力は「人とつながる」という意味では高めていってもらいたいと思いまし

た。 

  「連携」の区分では、学校でも、家庭でも、地域でも共通ということで選んだのですが、「相談で

きる体制づくり」ということで、STOPitなどの情報機器を使ったものも含めて、何か困ったことがあ

ったら相談できる、話を聞いてもらえるような環境が必要だという意見が一番多かったです。 

  その他には、大人が子どもたちを丁寧に見守っていく、そして、良いお手本を見せていくことが大

事なのではないかと思います。 

  また、横のつながりだけではなく、縦のつながりのことも挙がりました。家庭・地域においても体

験活動を行い、自尊感情や自己肯定感といった自分を大事にする心を育てていってほしいと思います。 

  それから、「つながり作り」ということで、子どもとの関係づくり、保護者との関係づくり、保護

者を巻き込んで活動するといったところで、やはり、子どもはいろんな場所で生活しておりますが、

尼崎の子どもは尼崎の大人が育てていかなければならないんだと思います。もちろん学校では、担任

の先生がクラスの子を育てますが、学校に通う子は学校の先生みんなで育てていくものであり、また、

学校だけでは、家庭だけでは、地域だけでは難しいところがあるので、我々大人がこういったつなが

り作りを意識的に行い、そして、何かあったときはゲートキーパーが子どもの命を守るための門番と

して活躍していくというところが必要なのだと思います。 

  他のグループと優先順位に多少の差はあるものの、いずれも、子どもたちのより良い成長のため、

健全な育成のためということでは、やはり共通しているんだなと感じました。 

（Ｃグループ） 

 他のグループとほぼほぼ同じ内容かなと感じておりますが、その中で、Ｃグループは枚数で優先順位

を付けていき、さらに、共通する内容もまとめて順位を付けていきました。 

 まずは、行政でも学校でも実施してもらっている「スマホ教室」、結構開催してもらっているのです

が、やはり、中身が日進月歩かなと感じます。それと、子どもたちが、スマホの使い方に追いついてい

ないのかなと思います。 

 次に「居場所づくり」、これも大切だと思うのですが、自分が合うところや合わないところがあると

思います。自分では、家が心地よいと感じていても、誰かは心地よい場所と感じていないというような

ことが考えられます。心地よさは選択肢がいっぱいある中で作っていくべきだという意見がありました。 

 あとは、感度を高め、先生が気づく部分を少し増やしていけたらと思いました。これには、先生方の

多忙さがあるので、時間を作っていただく中で、そういった部分を解決できるのではないかということ

にもつながってくると思います。また、情報の共有ということで、小さなことでもいいので、共有でき

たらある程度目が光るのではないかなと思います。 

 やはり一番大切なことは人間の関係性につながってくるということで、優先順位が高いところをまと

めております。 

 次に「連携」の区分では、学校との共通の部分では「居場所」や「情報共有」だと思います。また、

保護者との関係ということで、「学校と保護者」「地域と保護者」が上手く関わっていけたら良いかなと

思います。あと、家庭でのコミュニケーションは最重要なのかなと思います。共働きの世帯も多くなっ

てきており、夜の少しの時間しかないと思いますが、しっかりとコミュニケーションはとらなければな

らないと感じております。 

 また、共通して言えることは、地域、家庭、学校、行政が話しやすい環境を作っていくことが一番大

切だろうと思います。やはり、話しやすい環境が無いと何も伝えられない、そして、ひきこもってしま

うという悪循環になるので、そうならないように学校でも地域でも家庭でも話しやすい環境を作ってい

こうということで、結果的には人間性の構築ということにつながるのではないかと思います。 
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⑶ その他
事務局から会議内容を尼崎市ホームページにて公開することを説明のうえ、了承を得た。 

以 上   








